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Ⅰ．はじめに 

職場は、個人が日々多くの時間を費やす場であり、その環境が個人の感情や精神的健康に大き

な影響を与えている。近年、働き方改革やリモートワークの普及により、職場環境は急速に変化

しつつあるが、その一方で、職場における感情的な摩擦やコミュニケーションの不足が、ストレ

スや生産性の低下といった課題を引き起こしている 1)。このような状況下、従業員の感情や精神

的健康を科学的に把握し、個人と組織の双方にとって最適な職場環境を実現する方法の模索が

求められている。感情は個人の行動や判断に大きな影響を及ぼす要素であり、その適切な管理が

従業員のパフォーマンスや満足度向上に寄与する可能性がある。しかし、感情を定量的に測定し、

それを職場環境の改善に反映させる試みは十分には進んでいない。従来のアプローチは、アンケ

ートや面談などに依存しており、リアルタイム性や個別最適化の観点では限界がある 2)。 

こうした課題に対し、近年の生成 AIの台頭は、職場感情の解析や最適化の可能性を大きく広

げている。生成 AIは膨大なデータを処理し、複雑な感情や感覚を高い精度で分析する能力を有

しており、この技術を活用することで、これまでの感情管理手法では達成できなかったレベルの

個人と組織の最適化が期待される。本稿では、生成 AI技術の可能性を概観するとともに、筆者

が提案する職場感情に基づいた個人と組織の最適化についての未来像を示す。この研究は、感情

を可視化し、それに基づいて職場環境を柔軟に改善することで、人間の可能性を引き出し、職場

改善と well-beingの実現に向けた新たなアプローチとなる可能性を持つ。 

 

Ⅱ．生成 AI の台頭と感情分析の未来 

生成 AIは近年急速に進化し、特に大規模言語モデル（LLM）や視覚言語モデル（VLM）の分

野でその進展が顕著である。最新の LLM/VLMとしては、OpenAIの GPT-o13)、Anthropicの Claude 

3.54)、Googleの Gemini 2.05)などが挙げられる。これらのモデルはテキスト生成や自然言語理解、

画像認識において高い性能を示し、視覚情報とテキスト情報を統合して処理する能力に優れて
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いる。この特性は、既存の AI技術と組み合わせることで、従来の課題に対して強力な解決策を

提供する。感情分析の分野でも、生成 AIの進展により新たな可能性が広がっている。従来は主

にテキストベースのモデルに依存していたが、現在では音声、画像、テキストなど、複数のデー

タソースを組み合わせて感情を認識するマルチモーダル感情認識技術が注目されている 6)。 

生成 AI は、既存の AI 技術と統合的に活用することで、感情分析の精度を飛躍的に向上させ

る可能性を秘めている。具体的には、職場環境において、従業員の発言、表情、声のトーン、動

きなどをリアルタイムで収集し、LLM や VLM と既存の AI 技術を組み合わせて解析すること

で、感情傾向を多面的に把握することが可能となる 7)。これにより、ストレスや不満を早期に検

知し、適切な改善策を講じることができる。また、心拍や呼吸などの生理情報をウェアラブルデ

バイスや非接触技術を用いて経時計測できる技術が進展しており、これらのデータを活用する

ことで、従業員の感情をより正確に可視化し、現場での迅速な対応が可能となる 8)。さらに、生

成 AIの自己改善能力も注目すべき点である。エージェント型の枠組みを取り入れた生成AIは、

現場から得られるフィードバックを取り込み、解析精度を自律的に向上させることが可能であ

る 9)。この特性は、変化の多い職場環境という実世界の課題に対して柔軟に対応できる点で、大

きな利点を持つ。 

以上のように、生成 AI、既存の AI技術、そしてセンシング技術を組み合わせることで、感情

分析はこれまで以上に高いレベルで実現可能となる。この技術により、職場環境における well-

beingが向上し、個人と組織の両方にとって有益な成果をもたらす可能性がある。 

 

Ⅲ．個人と組織の最適化を両立する数理的アプローチ 

職場環境における個人最適化と組織最適化を同時に実現することは、現代における重要な課

題である。本章では、これを数式化する一例を提示し、その可能性について考察する。個人最適

化は、従業員一人ひとりのストレス軽減とパフォーマンス向上を目指すものであり、組織最適化

は、全体の効率性や成果の最大化を目標とする。この二つの要素を統合的に扱うため、次のよう

な損失関数を構築する。 

𝐿!"!#$ = 𝛼$𝐿%&'%(%')#$,% + 𝛽𝐿"+,#&%-#!%"&
.

%/0

(1) 

ここで、𝐿%&'%(%')#$,%は従業員𝑖におけるストレス（𝑆%）とパフォーマンス（𝑃%）の関係を示す損失

関数であり、以下のように表される。 

𝐿%&'%(%')#$,% = 𝛾𝑆%1 − 𝛿𝑃% (2) 

この式では、𝑆%がストレスを、𝑃%がパフォーマンスを表し、𝛾と𝛿はそれぞれストレスとパフォー
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マンスの影響度を示す定数である。ストレスが高まると損失が増大し、パフォーマンスが向上す

ると損失が減少するよう設計されている。一方、組織全体の損失関数𝐿"+,#&%-#!%"&は、エンゲージ

メントスコア（𝐸）と組織業績（𝑅）を考慮して以下のように定義される。 

𝐿"+,#&%-#!%"& = −𝜂𝐸 + 𝜁5𝑅!#+,2! − 𝑅6
1 (3) 

ここで、𝜂と𝜁はそれぞれエンゲージメントと業績への重みを示す定数であり、𝑅!#+,2!は目標とす

る組織業績である。この式は、エンゲージメントを高めつつ業績が目標に近づくことを理想とし

ている。このように、個人と組織の要素を数式化することで、職場環境の定量的な評価と最適化

の枠組みを提供できる。そして何らかの形で𝐿!"!#$を減らすことができれば、職場環境を改善す

ることが可能となる。 

このアプローチは、個人最適化と組織最適化を統合的に扱う枠組みを感情的側面に応用する

ことも可能である。具体的には、職場環境における従業員の発言、表情、声のトーン、心拍数な

ど、多様な感情データをリアルタイムで収集し、これらを生成 AI技術やマルチモーダル解析手

法を活用して統合的に解析することで、個々のストレスレベルや感情傾向を多面的に把握する

ことが可能となる。この手法は、個人損失関数𝐿%&'%(%')#$,%に基づき、ストレスを軽減しパフォー

マンスを向上させる具体的な対応策を設計する助けとなる。さらに、組織全体のエンゲージメン

トスコアや業績データを活用することで、組織損失関数𝐿"+,#&%-#!%"&を最適化し、個々の従業員

の感情的 well-beingを考慮しつつ、全体の効率性や成果の向上を目指すことができる。このアプ

ローチにより、職場全体で感情的なデータに基づく意思決定が可能となり、組織全体のパフォー

マンスが向上するだけでなく、従業員一人ひとりの well-beingが向上する持続可能な職場づくり

が進む。このように、感情的側面から個人最適化と組織最適化を両立させる手法は、現代の職場

改善における新たな道を切り開くものであり、数式に基づく定量的な評価と生成 AI技術の活用

によって、well-beingと効率性の両立が現実のものとなる可能性がある。 

 

Ⅳ．職場感情に基づいた個人と組織の最適化の可能性と研究紹介 

上記の通り、職場における個人と組織の最適化を同時に実現することは、従業員の well-being

と生産性向上を目指す現代の重要な課題である。筆者の研究では、III 章で説明した数理的アプ

ローチに基づき、感情分析を基盤として、データ駆動型のアプローチによる職場環境改善を提案

することを目指している。具体的には、最新の AI 技術を活用した感情分析システムを中心に、

従業員の感情データを収集・解析し、それに基づく個別および全体的な最適化施策を展開する。

つまりこれは、数理的アプローチにおける𝐿!"!#$を最小化することを意味する。 

このシステムは、マルチモーダルなデータ解析を基盤とし、音声、テキスト、画像、さらには
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生体データを統合的に処理する技術を備えている。例えば、音声処理では、会議中の発言のトー

ンやテンポ、強調表現などを解析し、ストレスやモチベーションを推定する 10)。また、画像処理

技術では、従業員の表情や視線の動き、姿勢を解析することで、関心度や不安感を把握する 11)。

これらのデータは統合されることで、感情傾向のより詳細な理解が可能となる。本システムの中

核には、マルチモーダル LLMが位置し、画像や音声の特徴量と自然言語処理を通じて直感的か

つ洞察的な結果を生成する。たとえば、「転勤を受け入れた従業員のその後一定期間の言動を分

析し、その心理的背景を考慮した上で、最終的に転勤を実行するか否かを上司が判断する。」と

いった高度な意思決定が可能である。また、データに基づくフィードバックを従業員に個別提供

することで、自己認識を促し、心理的安全性を向上させる。このようにして、感情データは単な

る分析対象にとどまらず、職場全体の持続可能な成長を支える中心的な要素となる。さらに、長

期的な視点からは、蓄積された感情データを用いて感情傾向マップを生成する。このマップは、

特定のプロジェクトやチームでの感情的な動向を把握するだけでなく、組織全体の戦略的運営

を支援する指標としても機能する。これにより、問題の早期発見と迅速な解決が可能となり、組

織の効率性と柔軟性を高めることができる。 

実証実験の設計も重要な一環を成している。本研究では、まず短期的な会議を対象に感情分析

システムの有効性を検証する。この段階では、従業員の心理的負担を最小限に抑えながら、発言

内容や声のトーン、表情などの多モーダルデータを収集する。収集データを基に感情傾向を可視

化し、会議の質向上や心理的安全性の確保を図る。また、従業員からのフィードバックを収集し、

システムを改良するプロセスを組み込むことで、実際の職場環境に最適化されたソリューショ

ンを提供する。技術面では、マルチモーダル LLMに加え、ウェアラブルデバイスや高性能カメ

ラを組み合わせることで、生体データと環境データをリアルタイムで統合的に解析する枠組み

を構築する。このような技術は、感情データを基にしたタスク割り当てや、従業員のストレス管

理において特に有効である。例えば、ストレスを抱えやすい従業員には心理的負担を軽減する業

務を割り当てる一方で、高いモチベーションを持つ従業員にはその特性を最大限に活かせるタ

スクを提供する。 

このように、感情データに基づくタスク管理は、従業員の生産性を向上させると同時に、組織

全体のパフォーマンスを最適化する可能性を秘めている。一方で、従業員のプライバシーや AI

を活用することによるデータ保護の課題も存在する。本研究の最終的な目標は、これらの課題に

対処しつつ、感情データを活用した個人と組織の最適化を通じて、職場全体の well-beingを向上

させることである。このアプローチは、感情分析技術の新たな応用可能性を示すだけでなく、従

業員一人ひとりの幸福感と組織の競争力を同時に高める道を切り開くものである。 
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